
10時00分～11時40分

●モーニングセミナー： 
「精神科医と精神科OTに学ぶ、臨床場面で活きるコミュニケーショ
ンスキル」 
講師：福家知則氏（長野松代総合病院心療内科・精神科医師） 
         高橋章郎氏（ルーツユアセルフ・首都医校作業療法学科） 

10時00分～：オリエンテーション（福家氏） 
                     CBT概要・問題提起 
10時30分～：グループワーク（座談会） 
                    CBT・COTのうまくいかない、あるある話を中心に 
10時45分～：ロールプレイ（再現） 
                    座談会でうまく行かなかった事例を中心に再現 
11時25分～：まとめ（福家氏） 
11時40分～：終了

11時30分～12時00分 受付

12時10分～12時20分 開会式・事務連絡

12時20分～12時50分 ●大会長 福井真由美氏（社会福祉法人 賛育会 賛育会クリニック）
より

12時50分～13時50分
●特別講演①： 
「作業療法の今までとこれから」 
講師：吉川ひろみ氏（県立広島大学作業療法学科教授）

13時50分～14時00分 休憩

14時00分～14時40分

●プレゼンテーション： 
「何を観て、何を聴き、何をつむぐ 
～生活の主観的側面に焦点をあてた作業療法の実践～」 
プレゼン者： 
①山下優氏（つくばセントラル病院） 
テーマ：「社会的行動障害のある男性の社会参加への第一歩 
             ～母への作業療法カウンセリングで起きた変化～（仮）」 
②三浦真梨奈氏（イムス札幌内科リハビリテーション病院） 
テーマ：「パーキンソン病の患者に対して作業療法カウンセリング            
              を行い、行動編に至った事例」

14時40分～15時10分 ●ディスカッション：司会（福井） 
助言者：吉川氏・福家氏・大嶋氏

15時10分～15時20分 休憩
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15時20分～16時00分

●特別講演②： 
「認知作業療法が育む作業療法の可能性」 
講師：大嶋伸雄氏（首都大学東京大学院教授・日本認知作業療法研
究会主宰）

16時00分～16時10分 休憩

16時10分～17時10分

●特別講演③： 
「作業療法カウンセリングにおける対象者との関係性」 
講師：Renee Taylor氏（イリノイ大学作業療法学科教授,臨床心理
士）

17時10分～17時20分 休憩

17時20分～18時20分

【ナイトセミナー第1部】 
「co-productive agriculture for public health」 
講師：高橋章郎氏（ルーツユアセルフ・首都医校作業療法学科） 
         宮崎氏（ルーツユアセルフ）

18時20分～18時30分 休憩

18時30分～20時00分 【ナイトセミナー第2部】 
情報交換会：当会場
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9時30分～10時00分 受付

10時00分～10時40分

●特別研究発表 
「身障領域の認知作業療法エビデンス研究」 
   脳卒中後片麻痺患者の能力を引き出す作業療法カウンセリングの
効果研究 
発表者：木下梓織（柳原リハビリテーション病院）

●一般公開事例Ⅰ 
「認知症患者における作業療法カウンセリングの効果について」 
   岩切良太（日南市立中部病院　リハビリテーションセンター）

10時50分～11時30分

●一般公開事例Ⅱ 
「動機づけによる活動量向上と社会参加の拡大」 
    島元智浩（医療法人徳洲会　大隅鹿屋病院）

●一般公開事例Ⅲ 
「ビデオフィードバックと作業療法カウンセリングにより行動変容
した脳卒中患者の事例」 
    田中雅士（社会法人恩賜財団済生会神奈川県支部  済生会  湘南平
塚病院）

11時40分～12時20分

●ワークショップⅠ： 
「心の整え方～クライアントと向き合う前に～」 
講師：紙田緑氏（リハビリ推進センター,作業療法士,リハビリ旅行療
法士） 
司会：福井真由美（社会福祉法人 賛育会 賛育会クリニック）

●ワークショップⅡ： 
「認知作業療法におけるiPadカウンセリングの有効活用」 
講師：庄司徹彦氏（みさと健和病院・作業療法士） 
司会：大嶋伸雄（首都大学東京大学院教授・日本認知作業療法研究
会主宰）

12時20分～13時20分 休憩
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13時20分～14時10分

ポスター・ラウンドテーブルディスカッションⅠ 順不同 
①「運動器疾患患者へのカナダ作業遂行測定（COPM）を用いた目
標設定と認知行動療法を基盤とした心理面への介入効果～Hospital 
Anxiety and Depression Scaleを指標として～」 
     許山勝弘（福岡リハビリテーション病院） 
②「糖尿病患者が繰り返す不健康行動の心理的背景に着目したカウ
ンセリングの関わり」 
     澤田歩実（柳原リハビリテーション病院） 
③「脳血管障害者の精神心理状態とリハビリテーションの関連につ
いて」 
       高山大輔（医療法人社団真療会　野田病院　リハビリテーショ
ンセンター） 
④「急性心不全の作業療法～活動の拡大と精神状態の変化に着目し
て～」 
      横川かおり（京都民医連中央病院 リハビリテーション部） 
⑤「脳出血発症後のペルー人男性の復職にむけて～作業療法カウン
セリングによる自己効力感の獲得～」 
      須藤明紀（医療法人三省会 堀江病院） 
⑥出来ている事への気付きが自己効力感の向上へ繋がった事例 
－排泄支援における作業療法カウンセリングの実践－ 

        仲山美里（社会医療法人若竹会　つくばセントラル病院） 
⑦家族・相談支援専門員の不安を取り除きながら在宅復帰を支援し
た事例 
      番場靖（JA長野厚生連鹿教湯三才山リハビリテーションセンタ
ー鹿教湯病院） 
⑧精神科訪問看護における作業療法士の役割-服薬自己調整により精
神症状悪化を呈した統合失調症患者と主治医の治療関係の構築の支
援- 
        秋山佳世子（指定訪問看護アットリハ新城）
⑨後輩育成における認知作業療法の導入 
        大谷嘉範（道央佐藤病院　作業療法部）
⑩作業療法士と看護師による脳卒中後うつ状態の評価における一知
見～新たな目標を持つことができた一症例を通して～ 
        川田佳央（首都大学東京大学院 人間健康科学研究科　作業療法
科学域）

14時10分～14時20分 休憩

14時20分～15時10分 ポスター・ラウンドテーブルディスカッションⅡ

15時20分～15時40分 閉会式


